
知事コメント 

（日米共同報道発表について） 

 

①  日米両政府は、「海兵隊のグアム移転」及びその結果と

して生じる「嘉手納飛行場より南の施設・区域の返還」

を普天間飛行場の代替施設に関する進展から切り離すこ

とについて、公式な議論を開始したとのことである。 

 

②  現在、具体的な内容は示されておらず、今後の日米両

政府の協議を、重大な関心を持ちつつ注視していきたい。 

 

③  沖縄県は、従来より、パッケージ論にとらわれること

なく、実現可能なものから、一つ一つ確実に実施するよ

う求めてきた。 

 

④  「在沖海兵隊のグアム移転」と「嘉手納飛行場より南

の施設・区域の返還」は、県民の要望している米軍基地

の整理縮小につながるものであり、日米両政府は地元の

意向を踏まえた協議を行っていただきたい。 

 

⑤  普天間飛行場移設問題については、地元の理解が得ら

れない移設案の実現は事実上不可能であり、同飛行場の

県外移設を求める考えに変わりはない。 
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